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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

栄養療 法の}一目的は,イ ・}分 なエネルギー摂取 ドで生じる体蛋 白の崩壊 を減 少 させ.生 命維持 に必 要なり

の蛋白同化を誘導することにある.し か し投 与エ ネルギーが制限された 末梢静脈栄 養において,エ ネルキー基

質の どのような投'」・比 が蛋白代謝 に好 影響を及ほすか明確でない。そこで低 ～中 カロリー輸 液において,一 一疋

量のアミノ酸投 与ドでグルコース投'チ量の変動が 蛋白代謝に及ぼす影 響を実験 的に検討 した.

【方法】

ラットに中心静脈 カテーテルを留 置し,3%ア ミノ酸投与 ドに5%～15%濃 度の グルコースを含 む輸 液 製剤を5

月間投与 し,体 重変化.累 積 窒素バランス,血 清総 蛋白値,ア ルブ ミン値,血 中尿素窒 素侮,精 巣k体 脂肪

重 量,腓 腹筋 重量を測定した.途 中,15Nグ リシンの20時 間持続投 与を行い,投 与期間中の尿中15N量 を測

定後,PicouandTaylor-Robertsの 方法に従って蛋 白代 謝回転速 度,合 成速 度 分解 速度 を算出 した.さ ら

に投与終了後,肝 組織 からアルブ ミン合成の核内 転写因子であるDBP(Dsitebindlngprotein)と アルブ ミン

のmRNAを 抽 出し,そ れぞれの 発現程度をReal-timePCR法 を用いて各群で比較 した.

【結果】

累積 窒素バランスは75%グ ルコース投 与か ら正となった.血 中尿素窒 素値はグルコース投 与量の増 加に伴い

低下した.組 織 重量は,10%グ ルコース投 与群以上で維持 された.蛋 白代謝 動態の解析 では,代 謝 回転 速度

と分 解速度は各群で差はなかった.し かし合成速 度は10%,12,5%.15%グ ルコース投与群間では差はなか っ

たが,そ れぞれ5%,75%グ ルコース投 与群と比べ て有意に増加した.DBPmRNAの 発現 は各群間で差を認

めなか った.

【考察1

累積窒素バランスか ら考えると,各 群のアミノ酸投 与量は一定である事か ら,グ ルコース投与による蛋白節約

効果を得 るには75%以 上の グルコース投 与が必要であり,ま た12.5%と15%グ ルコース投 与群に差がない 事か

り,12.5%グ ルコース投 与でピークとなると考えられ た.血 中尿素窒素値 も投 与された非蛋 白カロリーの増加に伴

い低 下してお り,投 与されたアミノ酸 の利用率が上 昇したため と考えられた.組 織 重量でみ ると,10%グ ルコー

ス投'チ群以 ヒで維持 され,10%,12.5%,15%グ ルコース投与群問では差がないことから,10%グ ルコース投 与

が必 要かつ 十分であった,蛋 白代謝動態 の解析 では,蛋 白合成の維持 には10%グ ルコース投 与が必 要であり.

かつプラトーに達 することが示 された.

【結 論】

累積 窒素バランスが75%グ ルコース投 与で正へ 転換 するのに対 し,蛋 白合成速 度,組 織 重量は10%以 上で

上昇することから,3%ア ミノ酸 投'チ下 において蛋白合成に好 影響を与えるのは10%グ ルコース投与が至適と考え

られた.ま た肝のアルブミン合成の核内転写因 子の発現 に差を認めず,こ の 条件下では蛋 白合成の主座は肝以

外であることが推 察された.
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